
社会にいいことラボ
(提携先：アリオ倉敷・倉敷市教育委員会・三⽯中学校)

お世話になった連携先団体など

ラボで解決に取り組んだ課題

活動のあらましについて

1年間の活動の総括・成果について

アリオ倉敷様・倉敷市教育委員会・三石中学校 他

アリオ倉敷SDGsイベント

アリオを訪れるお客様が
SDGsの課題を身近に感じ、
自身の行動がSDGｓの実現
につながることを知ってい
ただく

ラボ活動に関する学習

・価値とは何か
・組織がSDGsを

掲げる意味

アリオ倉敷でのイベント

・ SDGsの啓蒙
・エコロジー意識の浸透

・防災意識の醸成

地域活性を考えるチーム

• 活動内容を検討

• 中学校へヒアリング調査
• 三石中学校へ活動提案

• 三石中学生大学 を企画・
実行

• 農家、道の駅、小売店への

実態調査
• 倉敷給食センターへ企画提案イ

ベントに参加
• 三石中学生大学で座学、

調理実習、ワークショップを

実施

フードロスを解決するチーム

春学期 秋学期

◆アリオ倉敷SDGsイベント   
参加者を想定して企画することで、より効果的にSDGsを知ってもらう事ができた

◆フードロス
フードロスの課題解決に重要なのが家庭ごみの削減であることを再認識し、中学生と
それに対する課題解決方法を一緒に検討することができた

◆三石《中学生》大学
計三回の授業による社会課題への議論をきっかけにコミュニケーション能力や考える
力の向上に貢献した

担当教員：⼭⼝隆久 ⾼橋良平 鈴川康晴(ナプロラボ株式会社)
所属学⽣１３名、 ポスター制作 ◎加藤優奈 ◎佐藤優⼆郎
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フードロス

倉敷給食センターへ訪問し
家庭系食品ロスが多いこと
が分かった 中学校に出前
授業をすることで家庭での
フードロスの削減を目指す

三石《中学生》大学

中学生と共に「答えのない
社会課題」について考え、
コロナ渦により課外活動が減
った中学生のコミュニケーシ
ョン能力を伸ばす


